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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部空間と外部とを遮断する隔壁と、
　前記隔壁に設けられ、前記内部空間と前記外部とを連通する、貫通孔と、
　前記貫通孔から前記外部側に露出する、第１の雄ネジが形成される、第１露出部、及び
前記第１露出部に連設され、該貫通孔から前記内部空間側に露出する第２露出部を有し、
前記第１露出部の外周面部に少なくとも１つの平面を設けた連通部材と、
　前記連通部材の第１露出部の第１の雄ネジに螺合されて前記外部側に配置されて該第１
露出部に進退自在な締結部材と、
　前記隔壁の外部側の表面から予め定めた深さの底面及び、前記貫通孔の周囲に少なくと
も１つの位置決め面を有する位置決め穴と、
　前記位置決め穴内に配置される予め定めた肉厚で形成され、前記位置決め穴内に配置さ
れて前記位置決め面に当接配置される外側嵌合面、及び前記第１露出部の平面に当接配置
される少なくとも１つの内側嵌合面を有する回転止め部材と、
　前記内部空間側において、前記第２露出部に装着されて、前記連通部材が前記貫通孔の
外部側に抜け出ることを規制する抜け止め部材と、
　を具備することを特徴とする管状部材の固定構造。
【請求項２】
　前記抜け止め部材は、前記第２露出部に形成される第２の雄ネジに螺合配置されるナッ
トであることを特徴とする請求項１に記載の管状部材の固定構造。
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【請求項３】
　前記回転止め部材の肉厚は、前記穴の深さ以下であることを特徴とする請求項２に記載
の管状部材の固定構造。
【請求項４】
　前記請求項１－３の何れか１項に記載の管状部材の固定構造を具備することを特徴とす
る内視鏡通気口金。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部と内部空間とを遮断する隔壁に設けられた貫通孔内に挿通されて固定さ
れる管状部材の固定構造およびその固定構造を有する内視鏡通気口金に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、胃、大腸などの体内に挿入される挿入部と、この挿入部の基端側に設けられ
た操作部と、操作部の側部から延出するユニバーサルコードとを備えて主に構成されてい
る。ユニバーサルコードの基端部には内視鏡コネクタが設けられている。　
　そして、内視鏡においては、操作部、或いは、内視鏡コネクタに、漏水検査の際に挿入
部及び操作部等の内視鏡内部に空気を送気するための通気口金を設けたものがある。
【０００３】
　通気口金は、通常閉塞状態である。漏水検査の際、通気口金には気体を供給する漏水検
査装置から延出する管路の接続口が接続される。通気口金は、管路接続口が接続されるこ
とによって閉塞された状態から開放された状態なる。この結果、送気によって加圧される
ことによって水密試験を行える。水密試験終了後、管路接続口が通気口金から取り外され
て再び閉塞状態になる。
【０００４】
　また、通気口金には内視鏡内部を大気に開放するための外付キャップが着脱自在である
。外付キャップは、内視鏡を滅菌処理する際、或いは、内視鏡を航空機輸送する際等、内
視鏡を陰圧下に放置する際、湾曲部の外周を構成する湾曲ゴム等が膨張されて破裂するこ
とを防止するために装着される。
【０００５】
　特許文献１には、内視鏡コネクタに設けられた通気口金が開示されている。この内視鏡
において通気口金は、コネクタ部の内部透孔と外部とを連通する、通気弁としてコネクタ
部の外周面から突出して設けられている。
【０００６】
　具体的に、通気口金は、コネクタ部の厚肉な外壁体に設けられた取付孔内に雄ネジを設
けた連通管の細径部を挿通し、コネクタ内部側から固定部材を細径部に螺合した上で接着
して固定されている。
【０００７】
このように、連通管の細径部をコネクタ部の厚肉な外壁体の取付孔内に挿通させて嵌合長
を十分に取ったうえで固定したことによって強固な固定強度を確保することができる。
【０００８】
　一方、通気口金を内視鏡の操作部に設ける構成としては図１に示すものがある。この通
気口金１は、ケース体２の嵌合長が十分とはいえない壁部２ｗの取付孔２ｈ内に、口金本
体（特許文献１の通気口金に対応する）３の細径部３ｔを配置し、細径部３ｔに形成した
雄ネジ３ｍに第１のナット４と第２のナット５とを螺合して両方から壁部２ｗを挟み込ん
で接着固定される。
【０００９】
　図１の符号７は、回転止めである。回転止め７は、第２のナット５の外周面の一部を切
削して形成した回り止め面５ｆと、壁部２ｗの取付孔近傍の予め定めた位置に設けられた
当接平面２ｆと、で構成されている。
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【００１０】
　接着剤を雌ネジに塗布し、第２のナット５を壁部２ｗの内面側に配置する。このとき、
回り止め面５ｆを当接平面２ｆに当接配置する。　
　このことによって、雄ネジ３ｍを設けた細径部３ｔを軸回りに回転させて該雄ネジ３ｍ
を第２のナット５の雌ネジに螺合させる際、第２のナット５が供回りに回転することが防
止されて細径部３ｔの雄ネジ３ｍがスムーズに第２のナット５の雌ネジに螺合されていく
。　
　符号８ａは軸体、符号８ｂは弁体、符号８ｃは摺動部材、符号８ｄは回転リング、符号
９はコイルスプリングである。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】２０００－１０２５０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしなから、前述したように通気口金には外付キャップが着脱される。そして、キャ
ップ取付時およびキャップ取外時において、回転される外付キャップから通気口金に対し
てトルクが作用する。
【００１３】
　外付キャップを特許文献１の通気口金に着脱する場合、連通口金が十分な嵌合長を得て
強固な固定強度を確保して固定されているため、外付キャップ着脱時におけるトルクによ
って連通口金が回転されることが無い。
【００１４】
　これに対して、図１に示した通気口金１においては、ケース体２の壁部２ｗの肉厚が前
記特許文献１の外壁体の厚さに比べて薄い。このため、雄ネジ３ｍを有する細径部３ｔと
第１のナット４とを一体固定している接着固定部、あるいは、該細径部３ｔと第２のナッ
ト５とを一体固定している接着固定部が、外付けキャップの繰り返しの着脱によって、万
一、破壊されてしまうと、外付けキャップ着脱時のトルクによって口金本体３が回転する
おそれがある。そして、口金本体３が外付けキャップ着脱時のトルクによって回転する状
態になることによって、口金本体３とケース体２の壁部２ｗとの間の水密が損なわれ、修
理する必要が生じる。
【００１５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、外付けキャップ着脱時のトルクによっ
て口金本体が回転することを確実に防止する管状部材の固定構造を提供することを目的に
している。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の一態様の管状部材の固定構造は、内部空間と外部とを遮断する隔壁と、前記隔
壁に設けられ、前記内部空間と前記外部とを連通する、貫通孔と、前記貫通孔から前記外
部側に露出する、第１の雄ネジが形成される、第１露出部、及び前記第１露出部に連設さ
れ、該貫通孔から前記内部空間側に露出する第２露出部を有し、前記第１露出部の外周面
部に少なくとも１つの平面を設けた連通部材と、前記連通部材の第１露出部の第１の雄ネ
ジに螺合されて前記外部側に配置されて該第１露出部に進退自在な締結部材と、前記隔壁
の外部側の表面から予め定めた深さの底面及び、前記貫通孔の周囲に少なくとも１つの位
置決め面を有する位置決め穴と、前記位置決め穴内に配置される予め定めた肉厚で形成さ
れ、前記位置決め穴内に配置されて前記位置決め面に当接配置される外側嵌合面、及び前
記第１露出部の平面に当接配置される少なくとも１つの内側嵌合面を有する回転止め部材
と、前記内部空間側において、前記第２露出部に装着されて、前記連通部材が前記貫通孔
の外部側に抜け出ることを規制する抜け止め部材と、を具備している。
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【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、外付けキャップ着脱時のトルクによって口金本体が回転することを確
実に防止する管状部材の固定構造を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】操作部に設けられた通気口金の構成例を説明する図
【図２】漏水検知口金を操作部に備える内視鏡を説明する図
【図３】漏水検知口金の口金本体と操作部のケース体との関係を説明する図
【図４】通気口金の口金本体を説明する図
【図５】図４のＹ５－Ｙ５線断面図であって、外部露出部に形成される回転規制面と回転
止め部材の内側嵌合面との関係を説明する図
【図６】操作部のケース体に設けられる貫通孔と位置決め穴とを説明する図
【図７】回転止め部材の構成を説明する図
【図８Ａ】回転止め部材の位置決め穴内への組付けを説明する図
【図８Ｂ】口金本体を２つのナットでケース体に挟持固定する組付けを説明する図
【図８Ｃ】図８ＢのＹ８Ｃ－Ｙ８Ｃ線断面図であって、位置決め穴内に収容配置された回
転止め部材を説明する図
【図９】回転止め部材の他の構成、および、他の構成の回転止め部材に対応する外部露出
部に設ける回転規制面および位置決め穴に設ける位置決め面とを説明する図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　なお、以下の説明に用いる各図面は、模式的に示すものであり、各構成要素を図面上で
認識可能な程度に示すために、各部材の寸法関係や縮尺等は、各構成要素毎に縮尺を異な
らせてあるものであり、本発明は、これらの図に記載された構成要素の数量、構成要素の
形状、構成要素の大きさの比率、および各構成要素の相対的な位置関係のみに限定される
ものではない。
【００２０】
　図２に示す内視鏡１０は、例えば、鼻咽喉鏡又は腎盂尿管鏡であって、挿入部１１と、
操作部１２と、接眼部１３と、を設けて主に構成されている。接眼部１３は、操作部１２
の基端側に設けられている。　
　符号１４は、ライトガイドであり、ライトガイド１４の接続コネクタ１４ｃは、操作部
１２の側部に設けられたライトガイド接続口（不図示）に着脱自在である。
【００２１】
　挿入部１１は、先端側から順に、硬質な先端部１５、上下方向に湾曲するように構成さ
れ湾曲部１６、及び可撓性を備えたチューブ体である可撓管部１７を連設して構成されて
いる。
【００２２】
　可撓管部１７の基端側には予め定めた弾性力を有する折れ止め部１８が設けられている
。折れ止め部１８は、可撓管部１７の基端部を覆うように設けられて該可撓管部１７の座
屈を防止すると共に、当該可撓管部１７と操作部１２の先端側との水密を保持して固設さ
れている。
【００２３】
　操作部１２には、湾曲操作レバー１９、処置具挿通口２０、通気口金である漏水検知口
金３０等が設けられている。湾曲操作レバー１９は、回動自在であり、湾曲部１６は、該
レバー１９の回動操作に伴って湾曲ワイヤー（不図示）が牽引弛緩されることによって、
上下の２方向に湾曲する。
【００２４】
　なお、内視鏡１０は、鼻咽喉鏡又は腎盂尿管鏡に限定されるものでは無く、携帯式の内
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視鏡など、操作部１２に漏水検知口金３０を設けた内視鏡であればよい。
【００２５】
　図３に示すように内視鏡１０の操作部１２を構成する隔壁を有するケース体２２の先端
側には外表面から外方に突出する口金配設部２３が設けられている。漏水検知口金３０は
、内部空間と外部とを遮断するケース体２２の口金配設部２３から突出して設けられてい
る。　
　符号２２ｈは、貫通孔であって、操作部１２の内部空間と外部とを連通し、漏水検知口
金３０の後述する細径部３１ｂが挿通して配置される。符号２３ｈは、位置決め穴であり
、後述する。
【００２６】
　漏水検知口金３０は、口金配設部２３に取り付けられる管状部材である口金本体３１と
、口金本体３１内に設けられる公知の回転リング３２、摺動部材３３、弁体３４、軸体３
５、弁部材３６、保持部材３７及びコイルスプリング３８と、を備えて主に構成されてい
る。
【００２７】
　図３及び図４に示すように本実施形態の口金本体３１は、太径部３１ａ及び細径部３１
ｂを有する段付きパイプであって連通部材である。口金本体３１には、中心軸に沿って内
視鏡内部と外部とを連通する段付貫通孔３１ｈが設けられている。
【００２８】
　太径部３１ａは、エアー口金が取り付けられるエアー口金取付部として構成されている
。太径部３１ａの外周面からカムピン３９が突出している。　
　なお、カムピン３９は、エアー口金（不図示）のカム溝に係入される。
【００２９】
　口金本体３１の細径部３１ｂは、固定部であり、外部露出部３１ｃと、空間内露出部３
１ｄと、を有する。外部露出部３１ｃは、第１露出部でであって、太径部３１ａ側に設け
られて、貫通孔２２ｈを通過すること無く、貫通孔２２ｈ内の一部及び外部に配置される
。
【００３０】
　これに対して、空間内露出部３１ｄは、第２露出部であって、外部露出部３１ｃの先端
側に設けられ、貫通孔２２ｈ内を通過して操作部１２の内部空間１２Ｓに配置される。
【００３１】
　外部露出部３１ｃには、第１の雄ネジ３１ｃｍが形成されており、空間内露出部３１ｄ
には第２の雄ネジ３１ｄｍが形成されている。本実施形態において、外部露出部３１ｃの
外径と空間内露出部３１ｄの外径とは異なり、外部露出部３１ｃの外径が空間内露出部３
１ｄの外径より大径である。
【００３２】
　第１の雄ネジ３１ｃｍを有する外部露出部３１ｃには、第１の雄ネジ３１ｃｍに螺合す
る雌ネジを有する締結部材である第１のナット４１が軸方向に進退自在に配置される。
【００３３】
　一方、第２の雄ネジ３１ｄｍを有する空間内露出部３１ｄには、第２の雄ネジ３１ｄｍ
に螺合する雌ネジを有する抜け止め部材である第２のナット４２が軸方向に進退自在に配
置される。　
　なお、符号４２ｆは、回り止め面である。回り止め面４２ｆは、第２のナット４２の外
周面の一部を切削して形成されている。回り止め面４２ｆは、当接平面２３ｔに配置され
る。また、符号３１ｅは、Ｏリング配置溝であり、貫通孔２２ｈ内に配置される。Ｏリン
グ配置溝３１ｅには、図３の符号６１で示すＯリングが配設される。Ｏリング６１は、細
径部３１ｂと貫通孔２２ｈとの間の水密を保持する。
【００３４】
　符号３１ｆは回転規制面である。図５に示すように回転規制面３１ｆは、外部露出部３
１ｃの側部を切除して設けられる切欠平面である。回転規制面３１ｆには破線で示す回転
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止め部材５０の内側嵌合面５１が当接配置される。符号５２は、外側嵌合面である。
【００３５】
　図３及び図６に示すように口金配設部２３には、表面である外部平面２３ｏ及び空間内
平面２３ｉが設けられている。外部平面２３ｏには第１のナット４１が当接配置され、空
間内平面２３ｉには第２のナット４２が当接配置される。
【００３６】
　外部平面２３ｏには位置決め穴２３ｈが設けられている。位置決め穴２３ｈは、破線に
示す回転止め部材５０が収容配置される穴であり、外部平面２３ｏから予め定めた深さの
底面２３ｄを有する。また、位置決め穴２３ｈには回転止め部材５０の外側嵌合面５２が
当接配置される位置決め面２３ｆが設けられている。
【００３７】
　回転止め部材５０は、図７に示すように一対の平行な内側嵌合面５１とそれぞれの内側
嵌合面５１に平行な外側嵌合面５２とを有する予め定めた板厚の平板部材で例えば凹字形
状である。回転止め部材５０は、位置決め穴２３ｈ内に配置されて、内側嵌合面５１が貫
通孔２２ｈに配置される外部露出部３１ｃに形成された回転規制面３１ｆに当接し、外側
嵌合面５２が二点鎖線に示す位置決め面２３ｆに当接する。
【００３８】
口金本体３１をケース体２２に組付ける際、外部露出部３１ｃの予め定めた位置に第１の
ナット４１を配置した状態の細径部３１ｂを、貫通孔２２ｈを介して回り止め面４２ｆを
当接平面２３ｔに配置した第２のナット４２近傍に導き、空間内露出部３１ｄの雄ネジ３
１ｄｍを第２のナット４２の雌ネジに螺合して、回転規制面３１ｆが位置決め面２３ｆに
対して対向するように位置決め固定しておく。
【００３９】
　作業者は、図８Ａに示すように第１のナット４１と外部平面２３ｏとの隙間Ｃを介して
二点鎖線矢印Ｙ８Ａに示すように回転止め部材５０を位置決め穴２３ｈ内に収容配置する
。
【００４０】
　この後、作業者は、図８Ｂ矢印Ｙ８Ｂに示すように第１のナット４１を口金配設部２３
に向けて移動させるように締め付けていく。この結果、口金本体３１が２つのナット４１
、４２によって口金配設部２３に挟持固定されて、口金本体３１のケース体２２への組付
けが完了する。
【００４１】
　口金本体３１がケース体２２に組付け固定された状態において、位置決め穴２３ｈ内に
回転止め部材５０が収容配置されていることによって、図８Ｃに示すように回転止め部材
５０の外側嵌合面５２が位置決め面２３ｆに当接し、内側嵌合面５１が回転規制面３１ｆ
に当接する。
【００４２】
　回転止め部材５０を位置決め穴２３ｈ内に収容配置した状態において、回転止め部材５
０の外側嵌合面５２が位置決め面２３ｆに当接していることによって、回転止め部材５０
が位置決め穴２３ｈ内で回転することが確実に規制されている。加えて、回転止め部材５
０を位置決め穴２３ｈ内に収容配置した状態において、回転止め部材５０の内側嵌合面５
１を回転規制面３１ｆに当接させていることによって、細径部３１ｂが回転止め部材５０
と一体になって位置決め穴２３ｈ内で回転することが確実に規制されている。
【００４３】
　したがって、漏水検知口金３０に例えば外付キャップを取り付けるとき、漏水検知口金
３０から外付けキャップ（不図示）を取り外すとき、回転される外付キャップから漏水検
知口金３０に対して作用するトルクによって漏水検知口金３０の口金本体３１が回転され
る不具合が解消される。この結果、口金本体３１とケース体２２との間の水密が損なわれ
る不具合の発生が大幅に軽減される。
【００４４】
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　また、回転止め部材５０を位置決め穴２３ｈ内に収容配置する手順を加えることによっ
て、言い替えれば、組付手順を従来に比べて大幅に変更すること無く、口金本体３１が回
転される不具合を解消することができる。
【００４５】
　なお、回転止め部材５０の厚み寸法は、隙間Ｃより小さく設定される。また、位置決め
穴２３ｈの深さ寸法は、回転止め部材５０の厚み寸法と同等又はそれより大きい。即ち、
回転止め部材５０は、位置決め穴２３ｈ内に配設された状態で、外部平面２３ｏから突出
することが無い。
【００４６】
　また、上述した実施形態において回転止め部材５０を対向する一対の内側嵌合面５１と
、内側嵌合面５１に平行に設けられた外側嵌合面５２とを有する凹字形状としている。し
かし、回転止め部材５０は凹字形状に限定されるものでは無く、Ｕ字形状、あるいは、図
９の（Ａ）に示すように一対の内側嵌合面５１Ａ同士が鋭角θで交差し、外側嵌合面５２
Ａが内側嵌合面５１Ａに平行に設けられたＶ字形状の回転止め部材５０Ａであってもよい
。
【００４７】
　この構成においては、外部露出部３１ｃに各内側嵌合面５１Ａが当接配置される２つの
回転規制面３１ｆＡを鋭角θで交差するように形成する。そして、位置決め穴２３ｈＡに
外側嵌合面５２Ａが当接配置される２つの位置決め面２３ｆＢを鋭角θで交差するように
形成する。
【００４８】
　この構成によれば、上述と同様に回転される外付キャップから漏水検知口金３０に対し
て作用するトルクによって漏水検知口金３０の口金本体３１が回転される不具合が解消さ
れる。
【００４９】
　また、図９の（Ｂ）に示すように長方形状の回転止め部材５０Ｂであってもよい。回転
止め部材５０Ｂにおいて、２つの長辺をそれぞれ内側嵌合面５１Ｂであり、外側嵌合面５
２Ｂである。
【００５０】
　この構成においては、外部露出部３１ｃに内側嵌合面５１Ｂが当接配置される１つの回
転規制面３１ｆＢを形成する。そして、位置決め穴２３ｈに外側嵌合面５２Ｂが当接配置
される１つの位置決め面２３ｆＢを予め定めた位置に設ける。
【００５１】
　なお、図９の（Ｃ）に示すように２つの長辺のうち外側嵌合面５２Ｂの長さを内側嵌合
面５１Ｂの長さより短く設定した回転止め部材５０Ｃとすることによって、位置決め穴２
３ｈの面積を小さくして操作部１２の大型化を防止することができる。
【００５２】
　これらの構成によれば、上述と同様に回転される外付キャップから漏水検知口金３０に
対して作用するトルクによって漏水検知口金３０の口金本体３１が回転される不具合が解
消される。
【００５３】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【符号の説明】
【００５４】
１…通気口金　２…ケース体　２ｆ…当接平面　２ｈ…取付孔　２ｗ…壁部　
３…口金本体　３ｍ…雄ネジ　３ｔ…細径部　４…第１のナット　５…第２のナット
５ｆ…回り止め面　６…接着剤　７…回転止め　８ａ…軸体　８ｂ…弁体　
８ｃ…摺動部材　８ｄ…回転リング　９…コイルスプリング　１０…内視鏡　
１１…挿入部　１２…操作部　１２Ｓ…内部空間　１３…接眼部　１４…ライトガイド
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１４ｃ…接続コネクタ　１５…先端部　１６…湾曲部　１７…可撓管部　
１８…折れ止め部　１９…湾曲操作レバー　２０…処置具挿通口　２２…ケース体　
２２ｈ…貫通孔　２３…口金配設部　２３ｄ…底面　２３ｆ…位置決め面　
２３ｈ…位置決め穴　２３ｉ…空間内平面　２３ｏ…外部平面　２３ｔ…当接平面　
３０…漏水検知口金　３１…口金本体　３１ａ…太径部　３１ｂ…細径部　
３１ｃ…外部露出部　３１ｃｍ…第１の雄ネジ　３１ｄ…空間内露出部
３１ｄｍ…第２の雄ネジ　３１ｅ…リング配置溝　３１ｆ…回転規制面　
３１ｈ…段付貫通孔　３２…回転リング　３３…摺動部材　３４…弁体　３５…軸体　
３６…弁部材　３７…保持部材　３８…コイルスプリング　３９…カムピン　
４１…第１のナット　４２…第２のナット　４２ｆ…回り止め面　５０…回転止め部材
５１…内側嵌合面　５２…外側嵌合面　６１…Ｏリング

【図１】 【図２】



(9) JP 6210956 B2 2017.10.11

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８Ａ】



(10) JP 6210956 B2 2017.10.11

【図８Ｂ】

【図８Ｃ】

【図９】



(11) JP 6210956 B2 2017.10.11

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００６－０８７６３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－０８１０８３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／００－１／３２



专利名称(译) 管状构件和内窥镜通气基座的固定结构

公开(公告)号 JP6210956B2 公开(公告)日 2017-10-11

申请号 JP2014185460 申请日 2014-09-11

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

当前申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 村山真彦

发明人 村山 真彦

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/24

FI分类号 A61B1/00.716 G02B23/24.A A61B1/00.300.A A61B1/00.710 A61B1/00.711 A61B1/00.717

F-TERM分类号 2H040/BA24 2H040/DA21 2H040/DA57 4C161/AA01 4C161/AA04 4C161/FF12 4C161/HH51 4C161
/JJ06 4C161/JJ17

代理人(译) 伊藤 进
长谷川 靖
ShinoUra修

其他公开文献 JP2016055053A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

通过在外部盖子可拆卸地提供所述管状构件的固定结构时的转矩的基体
从旋转被可靠地防止。 固定结构的基体31露出外侧部分31c和外部暴露
部分和连通所述内部空间和12S的外侧设置在所述壳体主体22的贯通孔
22H，与第一阳螺纹31厘米形成至31c连续设置在曝光部分31d内的空
间，所述小径部具有旋转限制的暴露的部分31c的外表面31f的31，第一
的缩回地螺纹连接到第一阳螺纹31厘米一螺母41，一底面23d和具有定
位表面23F的定位孔23H，邻接内旋转限制表面31F抵靠所述外配合表面
52和定位表面23F上的外部暴露部分31c被设置在定位孔23h的具有配合
面51的旋转止动件50，被安装在所述曝光部分31d内的空间中，小直径
部31b，用于限制被抽出到通孔22h的外侧，在设置有第二螺母42。 （图
8C）

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/590a4580-8f11-4495-8d30-e7c7dcbc8b91
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/055756678/publication/JP6210956B2?q=JP6210956B2

